生成AIで世界はこう変わる

本善の目的と構成
確かにAIを研究している身であっても、生成AI革命の先に何が起こるのか、正確に予想することはできません。
それでも、やはりAIについて一番考えているのはAI研究者です。
本書の目的は、これまでに多くの研究者によってなされた膨大な研究を下敷きに、この生成AI革命のなかで知っておくべき技術、影響、未来に関して論じるものです。
この生成AI革命のなかで「どう生きるか」を考える材料をみなさんに提供する、と言い換えてもいいかもしれません。
本書では、その影響を短期的なものと長期的なものに分けて考察していきます。
ともすれば研究者は、長期的な視点で期待や脅威論を語りがちです。「答え合わせ」がずっと先にあるため、ある意味でこれは気楽な行為かもしれません。
しかし、生成AIに関しては、すでに本書執筆の時点でも多くの分野で実際的な影響が出始めています。
本書を読んだ人がまさに今関わっている、あるいは数年以内に確実に関わるであろうこの技術に関して、そのような悠長な議論をしている酒予はありません。
AIを研究する身としては、生成AIのポジティブな面のみを強調したいところですが、考えられるリスクについても隠さずお話しするつもりです。
そして、本書で強調したいもう1つの視点があります。
技術的なツールとしてだけでなく、この世界に初めて誕生した（または、するかもしれない）人間と同等以上の「知的存在」として、生成AIを考えるというものです。
その発展の速度を考えると、現代を生きる私たちは、歴史上で初めて人間より賢い存在を目撃する可能性があります。
それが最終的に「生成AI」と呼ばれているかどうかはわかりませんが、少なくとも今の生成AI技術がベースになることは間違いありません。

本章以降の各章は、生成AIについてそれぞれ独立した話題を扱っています。
第2章は、現在における主要な生成AIの技術を解説します。数学を使わず、どんな人にも理解できる説明を心がけました。
生成AIを使う側、その影響にさらされる側、どちらに回るにしても技術の正しい理解は必要です。
生成AIは使う側の人間の工夫次第で出力がまったく異なってきます。
また、必要以上に脅威を訴えて不安を帰る動きや法律上の論争などが多く発生しています。
正しく技術を理解することで、冷静な視点で生成AIの影響を評価できるようになります。
第3章は生成AIが仕事と暮らしに与える影響、
第4章は生成AIが文化・芸術に与える影響が話題の中心です。
今を生きているわれわれが確実に直面する短期的視点での影響と、技術的ツールとしての生成AIに関して論じています。
おそらく、多くの人に最も関係があるのはこの部分でしょう。
第5章では、長期的な視点で生成AIの発展の方向や人類との関わりについて論じます。
ここはAI研究者のなかでも意見が分かれているところで、人によって独自の未来予想を持っていると言っていいでしょう。
そのなかにはトンデモな説もあります。
できるだけ妥当な研究や説を参考に議論を展開するつもりではありますが、話題の性質上、不機実な要素や私個人の解釈も多くあります。
他の章とはだいぶ麺が異なりますが、私個人としては一番楽しく自由に書かせてもらった部分です。
本書の最後には、私が所属する研究室の長であり、AI研究者としての師である松尾豊氏との対談を収録しています。

